
  

知
っ
て
い
ま
す
か

  

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
義
足
な
ど
を
使

用
し
て
い
る
人
、
内
部
障
が
い
の
あ
る

人
、
難
病
の
人
、
妊
娠
初
期
の
人
、
認

知
症
の
人
な
ど
、
外
見
か
ら
は
支
援
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
に
く
い
人
が
、
周
囲
の
人
に
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た

め
の
カ
ー
ド
で
す（
下
図
）。

　
住
所
や
連
絡
先
、
手
助
け
し
て
ほ
し

い
こ
と
な
ど
の
必
要
な
情
報
を
書
い
て
、

財
布
に
入
れ
た
り
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
て

か
ば
ん
の
外
に
取
り
付
け
た
り
し
て
、

普
段
か
ら
携
帯
し
ま
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
を
携
帯
し
て
い
る
人
を

見
掛
け
た
ら
、
声
を
掛
け
、
必
要
な
支

援
を
尋
ね
る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
次
の
場

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所
＝
障
が
い
者
福
祉
課（
市
役

所
議
会
棟
1
階
）、
下
総
・
大
栄
支

所
、
ほ
っ
と
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー（
保

健
福
祉
館
内
）

  

発
達
障
が
い
と
は

　
外
見
か
ら
は
支
援
や
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
い
障
が

い
の
一
つ
と
し
て
、
発
達
障
が
い
が
あ

り
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
の
中
に
は
、

知
的
障
が
い
を
伴
う
人
と
伴
わ
な
い
人
、

他
人
と
の
関
係
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人
が
い
ま
す
。

親
の
し
つ
け
や
教
育
の
問
題
と
誤
解
さ

れ
、
そ
の
行
動
や
態
度
か
ら
「
自
分
勝

手
」「
変
わ
っ
た
人
」「
困
っ
た
人
」
と
評

価
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
特
定
の
分
野
で
優
れ
た
能

力
を
発
揮
す
る
場
合
も
あ
り
、
周
り
か

ら
見
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
様
子
が
理
解

さ
れ
に
く
い
障
が
い
で
す
。

　
発
達
障
害
者
支
援
法
で
は
、
発
達
障

が
い
を
「
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学

習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障
害
で

あ
っ
て
、
そ
の
症
状
が
通
常
低
年
齢
に

お
い
て
発
現
す
る
も
の
」
と
定
義
し
て

い
ま
す
。

　
3
ペ
ー
ジ
で
は
こ
れ
ら
の
主
な
特
性

を
紹
介
し
ま
す
。

  

気
軽
に
相
談
を

　
発
達
障
が
い
と
診
断
を
受
け
る
人
の

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
平
成
28
年

度
特
別
支
援
教
育
資
料
に
よ
れ
ば
、
生

徒
数
9
9
8
万
7
6
9
人
の
う
ち
、
発

達
障
が
い
に
よ
り
小
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
に
在
籍
す
る
生
徒
数
は
9
万
9
、

9
7
1
人
、
普
通
学
級
に
在
籍
し
な
が

ら
特
別
支
援
学
級
も
利
用
し
て
い
る
生

徒
数
は
4
万
7
、
3
0
5
人
に
上
り
ま

す
。
ま
た
、
成
人
し
て
社
会
に
出
て
か

ら
診
断
を
受
け
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
診
断
名
で

あ
っ
た
か
よ
り
も
、
そ
の
人
が
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
て
、
何
が
苦
手
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
の
か
、

と
い
っ
た
そ
の
人
自
身
に
目
を
向
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
個
々
の
能
力
を
伸

ば
し
、
本
来
持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
し

て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
う
ち
か

ら
の
「
気
付
き
」
と
「
適
切
な
サ
ポ
ー

ト
」
、
そ
し
て
発
達
障
が
い
に
対
す
る

私
た
ち
一
人
一
人
の
理
解
が
必
要
で
す
。

　
「
う
ち
の
子
は
発
達
障
が
い
な
の
だ

ろ
う
か
」
な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る

と
き
は
、
医
療
機
関
や
次
の
相
談
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

全
般
的
な
相
談

障
が
い
者
福
祉
課

電
話
＝
20
‐
1
5
3
9

F
A
X
＝
24
‐
2
3
6
7

健
康
増
進
課

電
話
＝
27
‐
1
1
1
1

F
A
X
＝
27
‐
1
1
1
4

ほ
っ
と
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー（
保
健
福

祉
館
内
）

　
障
が
い
に
つ
い
て
の
相
談
の
ほ
か
、

日
常
生
活
で
気
掛
か
り
に
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

電
話
＝
27
‐
1
1
0
6

F
A
X
＝
27
‐
1
0
6
5

県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
に

お
け
る
総
合
的
な
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

電
話
＝
0
4
3
‐
2
2
7
‐
8
5
5
7

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
へ

8
月
に
千
葉
県
で「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
外
見
か
ら
は
支
援
や
配
慮
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
い
障
が
い
の
一
つ
で
あ
る
、
発
達
障
が

い
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

12
月
3
日
〜
9
日
は
障
害
者
週
間千葉県

チーバくん

私が配慮や手助けをして欲しいこと

千葉県 チーバくん

私が配慮や手助けをして欲しいこと
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F
A
X
＝
0
4
3
‐
2
2
7
‐
8
5
5

　
9

幼
児
期
・
学
齢
期
の
相
談

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　
発
達
に
遅
れ
や
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
と
保
護
者
の
た
め
の
通
所
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
発
達
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

電
話
＝
26
‐
9
9
1
8

F
A
X
＝
26
‐
9
9
1
7

教
育
セ
ン
タ
ー

　
就
学
中
の
子
ど
も
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

電
話
＝
20
‐
2
9
2
2

F
A
X
＝
20
‐
1
7
6
6

就
労
に
関
す
る
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田

電
話
＝
27
‐
8
6
0
9

F
A
X
＝
27
‐
1
5
3
2

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
障
が
い
者
の
職
業
的
自
立
を
実
現
す

る
た
め
、
就
職
面
の
支
援
と
生
活
面
の

支
援
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。

電
話
・
F
A
X
＝
29
‐
1
0
0
3

当
事
者
会
・
家
族
会

印
旛
地
区
自
閉
症
協
会
成
田
部
会

電
話
・
F
A
X
＝
26
‐
6
3
1
9

成
田
市
こ
と
ば
と
心
を
育
む
親
の
会

電
話
・
F
A
X
＝
23
‐
0
6
4
6

※
く
わ
し
く
は
障
が
い
福
祉
課（
☎
20
‐

1
5
3
9
）へ
。

それぞれの障がいの特性

注意欠陥多動性障がい
発 達 障 が い

学習障がい
◦読む・書く・計算するなどの能力が、全体的な知
的発達に比べて極端に苦手

◦不注意（集中できない）
◦多動・多弁（じっとしていられない）
◦衝動的に行動する（考えるよりも先に動く）　学習障がいは、知的発達に遅れはないのに、聞く・

話す・読む・書く・計算する・推論するなど、特定
のことのみが著しく困難になる状態をいいます。
　誰しも得意・不得意はあるため、その症状は親も
含めて気付きにくく、叱られたり、無理な努力を強
いられたりしてしまうことがあります。一方、代替手
段を身に付けることで社会生活や学校生活を送りや
すくすることができます。

　注意欠陥多動性障がいは、不注意や、衝動的で落
ち着きがないといった面を自身ではコントロールす
ることが難しい障がいです。
　大事な仕事の予定を忘れる、大切な書類を置き忘
れるなど、周囲の人から「何回言っても忘れてしま
う人」と思われてしまうことがあります。一方、周
囲の変化に敏感な特性のため、例えば困っている人
にいち早く気付き手助けできる人もいます。

広汎性発達障がい

知的発達の遅れを
伴うこともあります

◦基本的に言葉の発達の遅れはない
◦コミュニケーションの障がい
◦対人関係・社会性の障がい
◦パターン化した行動、興味・関心の偏り
◦不器用（言語発達に比べて）

アスペルガー症候群
◦言葉の発達の遅れ
◦コミュニケーションの障がい
◦対人関係・社会性の障がい
◦パターン化した行動、こだわり

自閉症

　広汎性発達障がいは、コミュニケーション能力や社会性に関連する脳の領
域に関係する発達障がいの総称です。
　慣れた場所では優れた集中力を発揮したり、関心のあることに対して専門
家顔負けの知識を持ったりします。一方で、周囲との距離感、その場に合っ
た言葉を選ぶことや、周囲の変化に応じて対応することが苦手など、さまざ
まな領域における能力に著しいばらつきがあるのが特徴です。その特性に合
わせて、「自閉症」や「高機能自閉症」「アスペルガー症候群」などといわれます。
　しかし、成長とともに症状の現れ方が変化することがあるため、これら全
てを「自閉症スペクトラム障がい」というひとくくりで捉える考え方もありま
す。
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